
資料３－２

＜事業目的＞
左京区としては、人口維持を目指し、関係人口（※下図参照）増加の取組を創出することで、
定住移住促進につなげる。
① 地域の維持・活性化について取り組む企業を増やす（移住定住応援団拡大）
② まちづくりに関わる人を増やし、「このまちで良い」ではなく「このまちが良い」と

思う方を増やす

※ 総務省 関係人口ポータルサイトより引用

＜事業の流れ＞
① 課題検討

ラウンドテーブル（※）や現地視察等
※ 企業、団体、大学、区役所等

② 事業検討
民間主導で自走化することを想定して検討

③ 実証実験



左京区の出生数、合計特殊出生率、転入者数、転出者数

・左京区の人口は緩やかに減少する一方、世帯数が増加し、単身世帯化が進展。
・出生数はこの5年で激減。コロナの期間中の転出超過は現在、転入超過に逆転したものの、市外転出者が増加傾向。

左京区の人口等の推移
平成31年4月 令和2年4月 令和3年4月 令和4年4月 令和5年4月 令和6年4月

人    口 166,984 166,571 164,874 163,605 163,956 163,169

世 帯 数 84,574 85,056 84,656 85,209 86,683 87,094

世帯当たり人口 1.97 1.96 1.95 1.92 1.89 1.87

出生数 出生率 転入者数（うち市外から） 転出者数（うち市外へ）

令和元年 953人 1.15 13,210人（7,343人） 12,554人（6,247人）

令和２年 907人 1.16 11,685人（5,959人） 12,352人（6,040人）

令和３年 906人 1.2 11,243人（5,472人） 11,339人（5,522人）

令和４年 808人 1.11 13,127人（7,565人） 11,631人（5,766人）

令和５年 773人 － 12,699人（7,390人） 12,014人（6,428人）
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2・平成27年と令和5年を比べて増加しているのは、4統計区（岩倉南、広河原、葵、松ケ崎）
・減少率が最も大きいのは、久多（△39.3％）、次いで鞍馬（△15.9％）、花脊（△13.5％）と続く

左京区の学区別人口

*平成7年17年27年は国勢調査、
令和5年は推計人口（令和5年10月1日時点）

松ケ崎葵下鴨養徳養正吉田聖護院川東新洞岡崎錦林東山浄楽北白川修学院第二修学院第一上高野八瀬大原広河原久多花脊鞍馬静市岩倉南岩倉明徳岩倉北
左京区

7,50912,2659,10116,4178,5169,3134,3732,7293,1526,5714,3638,29411,17610,29917,2176,6981,7262,6261051173859175,63422,527 ※１172,0307年
8,32211,6598,44515,2527,6949,0094,3182,9353,0005,9363,6427,43410,7799,88416,5977,0931,7392,5261161173327126,56325,483 ※１169,58717年
8,45511,3228,12214,9887,7588,9834,0942,7162,9175,6593,4656,70810,36410,29115,6427,0141,8012,11097842445486,48811,67110,6926,033168,26627年
8,67611,6597,74014,6377,5518,6533,7192,6542,7635,5093,2636,16610,1059,94715,1976,8591,6312,064106512114616,04512,72010,2025,961164,550R5年
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＊各年中の出生数と各年１０月１日時点の住民基本台帳人口を元に算出した結果
（京都市統計情報では、令和4年度のデータが最新）

・ 左京区の出生率は、平成17年以降上昇傾向であったが、令和４年度では
減少に転じている。

・ 京都市の出生率は、平成17年以降は上昇傾向であるが、令和４年度では
減少に転じている。

・ 左京区の出生率は、京都市の出生率に比べ低くなっている。

高齢化率（65歳以上の人口割合）

＊ 平成７年〜２７年は国勢調査、令和４年は推計人口
年齢別人口は毎年10月1日現在で推計のため令和5年度のデータは無し。

・ 左京区、京都市ともに、増加しているが、平成27年からは、緩やかに
増加している。

・ 左京区と京都市に、ほぼ差はない。
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・全体として人口減少傾向にあるが、特にコロナ後の人口減少幅が大きい。
・若年人口の割合が高い広河原でも子どもの数が減少傾向にあり、久多では15歳未満が1名にまで減少。
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広河原 26.252 41 39 35 97 112 112

H27.10

70 61

99.742 189 181 193 425 411 384

34.213 41 35 38 84

244 229

学区名 面積
（㎢）

世帯数 人口

花脊・別所 39.277 107 107 120

年齢3区分別人口比（%）
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